〈重要事項説明書〉


令和６年4月1日改正
重要事項説明書
居宅介護支援事業所たかだま

指定居宅介護支援の提供に当たり、事業所の概要や提供するサービスの内容、契約上ご注意いただきたいことを次のとおり説明いたします。

１　事業所の目的　　　　
　　　事業所は、居宅における要介護者又は要支援者（以下「利用者」という｡）の依頼を受けて、その心身の状況、その置かれている環境、利用者及びその家族の希望等を勘案して居宅サービス計画又は介護予防サービス計画（以下、「居宅サービス計画等」という。）を作成するとともに、当該居宅サービス計画等に基づくサービスの提供が確保されるよう、指定居宅サービス事業者等との連絡調整その他の便宜の提供及び利用者が介護保険施設等への入所を希望する場合にあっては、介護保険施設等への紹介その他の便宜の提供を行うことを目的とします。
２　運営方針　　　　
事業者は、利用者が要介護状態等になった場合においても、利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう支援するものとし、利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者から、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行います。
事業の運営に当たっては、介護保険法、関係法令等及びこの規定の定めるところにより運営を行い、利用者の意志及び人権を尊重し、常に利用者の立場に立って、利用者に提供される居宅サービス等が特定の種類、特定の事業者に不当に偏することがないよう公正中立に行うとともに、関係市町村、地域包括支援センター、他の居宅介護支援事業者、介護保険施設、日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）に規定する特定相談支援事業者等との連携に努めます。
３　事業者
	事業者名称
	　社会福祉法人羽陽の里

	法人所在地
	〒994－0065　山形県天童市大字清池１５５９番１

	法人種別
	　社会福祉法人

	代表者氏名
	　理事長　原田　則子

	電話番号
	　０２３（６７４）８７１１

	設立年月日
	　平成２６年５月１２日


４　事業所
	事業所の名称
	　居宅介護支援事業所たかだま

	事業所の所在地
	　山形県天童市大字清池１５５９番１

	管 理 者
	　大 津　綾

	電話・FAX番号
	　電話023（674）8711　   携帯080-1686-9398   　 FAX 023（674）8777

	開設年月日　
	　平成２８年５月１日


5　職員の職種、員数及び職務内容
	区　分
	常勤
	職務内容

	
	専従
	兼務
	

	管 理 者
	
	1
	事業所を代表し、職員の管理及び業務の一元的管理を行う。

	主任介護支援専門員
	
	1
	居宅サービス計画の作成及びその進行管理並びに居宅サービス事業者等との連絡調整等を行う総括。

	介護支援専門員
	
	1
	居宅サービス計画の作成とその進行管理及び関係事業者等との連絡調整等を行う。

	事務職員
	
	2
	事業所の庶務及び会計事務等を行う。


６　営業日及び営業時間
	営業日
	月曜日から金曜日まで

	営業時間
	８：３０　～　１７：３０

	休業日
	土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12/29～1/3）

	緊急連絡先
	  080-1686-9398


７　サービス提供地域

　　　天童市、山形市、東根市、寒河江市、中山町及び山辺町
８　居宅介護支援の提供方法及び内容

　　　指定居宅介護支援の提供の開始に際しては、あらかじめ利用申込者又はその家族等に対し、契約書及びこの重要事項説明書を交付して説明を行い、利用申込者の同意を得て、次の業務を行います。
　　　
（１）利用者からの依頼による居宅サービス計画の作成

ア  利用者からの現状の聞き取り（アセスメント）に基づき、利用者の意向を尊重して計画書の原案を作成し、同意を得ます。
イ  居宅介護サービス計画の作成にあたっては、利用者から介護支援専門員に対して複数の指定居宅介護事業者等の紹介を求めることができます。
ウ  居宅介護サービス計画の原案に位置付けた指定居宅サービス事業者等の選定理由の説明を求めることができます。
（２）居宅サービス計画の原案に位置付けた指定居宅サービス等の担当者とのサービス担当者会議を開催　
　 します。
（３）居宅サービス計画に基づく指定居宅サービスの提供が確保されるよう利用者及びその家族と事業者
　 等との連絡調整を行います。
（４）利用者の介護保険施設入所のための介護保険施設の紹介その他便宜供与を図ります。
（５）利用者が病院又は診療所に入院する場合、当事業所の担当する介護支援専門員の氏名及び連絡先を
　　当該病院又は診療所にお伝えいただくようご協力をお願いします。
（６）事業所は、主治医等との連携を図ります。利用者が医療サービスの利用を希望している場合その他
　　必要な場合には、利用者の同意を得て主治医等の意見を求めることとし、主治医への居宅介護サービ
ス計画書の交付等を行います。
（７）事業所は、障がい福祉サービスを利用してきた利用者が、介護保険サービスを利用する場合等は、　

　　介護支援専門員と障がい福祉制度の相談支援専門員との緊密な連携を図り、適切な居宅介護支援を提
　　供します。
（８）高齢者虐待防止法の実効性を高め、利用者の尊厳の保持・人格の尊重が達成されるよう、虐待防止　　　　

　　に関する下記の措置を講じます。
　ア　虐待防止等委員会の開催
　イ　高齢者虐待防止のための指針の整備
　ウ　虐待防止研修の実施
　エ　専任担当者の設置
（９）業務継続に向けた取り組みとして、感染症や自然災害が発生した場合であっても、利用者が継続し　
　　て居宅介護支援の提供を受けられるよう、業務継続計画を策定するとともに、当該計画に沿った研修
　　および訓練を実施します。
（１０）感染症の予防及びまん延の防止のための措置として、下記の措置を講じます。
　ア　感染症対策委員会の設置
　イ　感染症及びまん延防止のための指針の整備
　ウ　感染症及びまん延防止のための研修及び研修の実施
　エ　専任担当者の配置
（１１）身体的拘束の原則禁止
　　利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体拘束を行いません。身体的拘束を行う場合には、その様態及び時間、その際の利用者の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録します。
９　居宅介護支援費
指定居宅介護支援を提供した場合の利用料の額は、介護報酬の告示上の額とします。ただし、当該居宅介護支援が法定代理受領サービスの時は利用者から利用料の支払いは受けないものとします。
なお、介護保険料の滞納等により法定代理受領ができなくなった場合は、居宅介護支援費として１か月ごとに次の金額がご負担となります。この場合当事業所からサービス提供証明書を発行しますので、この証明書をお住まいの市町村の窓口に提出すると、全額払い戻しが受けられます。
◆居宅介護支援費及び各種加算の内容・金額については、下表のとおりです。
	（1） 居宅介護支援費
	要介護度
	金額（月）

	居宅介護支援費（Ⅰ）（取扱件数45件未満）
	要介護　1 ・2
	 10,860円

	
	要介護　3・4・5　
	 14,110円

	居宅介護支援費(Ⅱ)（取扱件数45 件～60件未満）
40件以上60件未満の部分右記適用
	要介護　1・2
	5,440 円

	
	要介護　3・4・5
	7 ,040円

	居宅介護支援費（Ⅲ）（取扱件数60件未満）
   40件以上の場合60以上の部分右記適用
	要介護　1・2
	3,260円

	
	要介護　3・4・5
	4,220円

	

	（２）各種加算の名称と内容
	金額（月）

	＊初回加算　　・新規に居宅サービス計画を作成した場合
・要介護状態区分が2段階以上変更となった場合
	   3,000円

	＊入院時情報連携加算 （Ⅰ）（利用者1人につき1回を限度）
・病院又は診療所に訪問し当該職員に対して必要な情報提供を行った場合
	   2,500円

	＊入院時情報連携加算 （Ⅱ）・上記以外の方法により情報提供を行った場合
	   2,000円

	＊退院・退所加算（1回限度、なお初回加算算定時は算定しません。）
・病院等に入院していた者又は地域密着型介護福祉施設等に入所していた者が退院又は
退所し、居宅において居宅サービスを利用する場合、居宅サービス計画を計画し調整
を行った場合
	Ⅰイ  4,500円

	
	Ⅰロ  6,000円

	
	Ⅱイ  6,000円

	
	Ⅱロ  7,500円

	
	Ⅲ 　 9,000円

	＊小規模多機能型居宅介護事業所連携加算
・小規模多機能型居宅介護利用へと移行する際に必要な情報を提供した場合
	  3,000円

	＊看護小規模多機能型居宅介護事業所連携加算
・同上の連携と情報提供を行った場合
	  3,000円

	＊通院時情報連携加算（通院時に必要な情報の提供と連携を図ったとき）
	    500円

	＊緊急時等居宅カンファレンス加算（1月に2回を限度）
・病院等の求めにより、医師又は看護師と共に利用者の居宅を訪問しカンファレンスを
行い、利用者に必要なサービスの調整を行った場合
	  2,000円

	＊ターミナルケアマネジメント加算
・利用者又はその家族の同意を得た上で、主治医等の助言を得て、利用者の状況変化等を把握し、必要な情報を医師や事業者へ提供するなどのマネジメントを行った場合算定します。
	死亡日及び死亡日前
14日以内に2日以上
の訪問
  4,000円


１０ サービス内容に関する相談・苦情窓口

当事業所が提供している各サービスについての相談・苦情については、担当介護支援専門員にご相談下さい。なお、担当介護支援専門員についての相談は事務職員が応じます。
	当施設ご利用の
相談・苦情窓口
	・苦情対応委員会事務局　
相談・苦情対応責任者：地域密着型特別養護老人ホーム　施設長　武田 庄司
相談・苦情窓口：居宅介護支援事業所管理者（兼）主任介護支援専門員　大津 綾
：小規模多機能型居宅介護事業所管理者　鈴木 紳治
・ご利用日及び時間：月～金　8：30～17：30（ただし、国民の祝日に関する法律に
規定する休日並びに1月1日から1月3日まで及び12月29日から12月31日まで
の日を除きます。）
・ご利用方法：電話による受付 　 ☎０２３－６７４－８７１１
　　外部委嘱担当者による面接及び調査、文書による受付
その他、玄関に意見箱を設置しています。

	相談・苦情対応
第三者委員
	・荒木 隆俊（羽陽学園短期大学教授）　  　　  寒河江市中郷1667-1 
・渡邉 則幸（社会福祉士・愛泉会事務局次長）  山形市緑町二丁目7-10 A303
・菊地 剛也（県社会福祉事業団職員） 　　　　 寒河江市高松212


	公的相談
苦情窓口
	・山形県国民健康保険団体連合会　　　      （月～金 9時～16時）
　 　寒河江市大字寒河江字久保６番地　　      ☎ 0237－87－8006

	
	・山形県福祉サービス運営適正化委員会      （月～金 9時～16時）
　 　山形市小白川町二丁目３番３１号　　      ☎ 023－626－1755

	
	・天童市健康福祉部保険給付課　　　　    （月～金 8時30分～17時15分）
　　 天童市老野森一丁目１番１号　          ☎ 023－654－1111（代表）

	
	・その他、お住まいの（利用者が加入している）市町村の介護保険担当


１１ 事故発生時の対応

　　　 当事業所が利用者に対して行う指定居宅介護支援の提供により事故が発生した場合には、速やかに保険者である市町村、県、利用者の家族、代理人等に連絡を行うとともに必要な措置を講じます。事故が発生した際には、その原因を解明し、再発防止のための対策を講じます。
１２　第三者評価の受審状況について
　　　　 　評価機関が実施する福祉サービス第三者評価事業は受審していません。なお、法人独自の第三者による評価事業を実施し、意見交換を行いサービスの質の向上に努めております。

１３　秘密の保持及び個人情報の保護
(1) 管理者及び職員は正当な理由なく、その業務上知り得た利用者又はその家族等の秘密を第三者に漏らしません。退職後においてもこれらの秘密を保守します。
(2) 事業所は、居宅介護支援の提供等において、個人情報を用いる場合は利用者及び家族、又は代理人等の同意をあらかじめ文書により得るものとします。
令和　　年　　月　　日

	　居宅介護支援の提供に当たり、利用者に対して契約書及び本書面に基づき、重要な事項を説明しました。

	事業所
	所在地
	　山形県天童市大字清池1559番1

	
	名　称
	　居宅介護支援事業所たかだま

	
	説明者
	管理者(兼)主任介護支援専門員　  大　 津　 　綾　   印


	　 私は、契約書及び本書面より、事業者から居宅介護支援についての重要事項の説明を受けたことを
確認し、その内容について同意します。

	利用者
	住　所
	

	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　       　　　　  印

	代理人
	住　所
	

	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　  印

（利用者との関係　　　　　　　　　）





当事業所は介護保険の指定を受けています。





（介護保険番号　０６７１６０１０４５　）
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